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毎月 1日 発行、250円 (〒20)

空 に遊び、空 を志 ざす若者の月刊誌

WING
毎週水曜 日発行、2,500円 (1年間〒共 )

内外の航空ニュースを早 く確実 にとらえる週刊新聞

WIN G学 生 版
毎月 1日発行 312円 (1年間〒共 )

航空学生をめざす人のための月刊新聞

WING INTERNATIONAL
毎週水躍日発行、72,000円 (1年間〒共 )

日本の航空ニュースを英語で海外に知 らせる唯一
の英字

版通信です。

WING INTERNAT10NAL
(AEROSPACE DIRECTORY)

毎年 1回発行  1971年版は只今発売中

一部 1,800円 (〒共 )

英文で まとめた日本の航空宇宙産業年鑑

WING TRAVEL

月 3回発行 2,000円 (1年間〒共 )

トラベル・エージェン トの動 きを適確 なニュースと解説

でつづ る隔週刊新聞

ご注文をお待 ち申 し上げます。
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タよ将王ヽ

高  橋 彰

毎号この覧において部の経済的困窮を嘆 くのが伝統となっている様である。それで,こ

の号ぐらいは出来るだけお金の事は離れて書きたいと思う。

昨年の事故以来半年余夕,今から振り返って思うに実に長かった様に思える。随分昔の

事の様にも思えてくる。当時の写真を見る毎に,当時の事が実に生めかしく思い出される。

あの雨の中,部員整列の中,棺を支えつつ歩いた時の事が。皆が泣いた。まさに止めども

なく泣いた。あの時の傘 ,雨 ,制服 ,長服 ,黒 ,叉雨,線香 ,自 ,責・D花 ………・,実に

鮮明である。頭に焼きついている.も う御免である。涙lrt一度でたくさんである。

あれから半年 ,事後処理は遅々として進抵ず ,焦 ク悩ん7‐。ただ先へ進む事のみを願 つ

た。早〈虚無の中から脱出する事のみを願った。半年後の今,何故かは知らないが,静か

に落ちついた気持ちて思い返す事が出来る。不思議なものである。何かが変ったように自

分では思う。外からは分からない何かがあるように思う。け夕がついた安緒感かも知れな

い。しかしそうではないように思う。一つの大きな試練でろつた,半年間の空白は無意味

ではなか つた。少なくとも自分はそ う思っている。

現在 ,ス新たな問題が山積みされている。新機体,ウ インチ, トンーラー,格粘障 ,教

官,身体検査 ,滑空場等々。どれ一つをとってみても大きな問題である。我々の時代にグ

ライダースポーツカヨ悦皮し始めているのが良〈分かる。全く装いを新たにするかの如くて

ある。

幸い良き仲間に忠沃れ ,大 した波乱もなく今までやってこれた。何とがこの転換点を乗

り切りたい。

よく他校の部員から同志社は金があると冗談で言われる。たしかに一理ある。学連ての

支払いには注意しているし,機材も整 ている。しかし,決 して部員がブルジヨアの御曹

子からなっているのではない。皆,プロ
"リ
アートの 息子で‐r/る。唯,他校と比して学校

に頼る度合が少ないという事l■言える。機体にしても,活動lCしても大部分がOBと 現役

との力でメインテインされてきているのである。そこには歴史の重み,伝統の強さが生き

ていると思う。そこのところの心構えの差であると思う。もしOBの方々の応援がなけれ
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ば現在のクラブは無かったであろう。叉,運営費は部員全体がアルバイトで稼いているの

である。

確かに前号で ,前主将がこの覧で方針や経費の事を書かれていたと思う。現在の経費は

学生の限界であるということや,部員一人一人力航 空部という部を再認識 してもらいたい

というような事であったと思う。それから一年 ,限界は破られた。日下記録更新中である。

機体はより老朽化し,借金に追われ ,機体を借り歩いている。脱落者も出た。しかし自分

で選んで入ったクラブである。誰も強制されて入づている者はいない。文句を言いつつも

ついてくる。それが本当であると思う。いやな事があれば逃げずに直せばいい。逃げるこ

とは敗lLである。言葉は必要ない。いやけがさす時,それは自分自身に対して甘くなって

いる時であると思う。自分を鍛えるのは生輩でもクラブ生活でもなく,終局的には己自身

しかないと思う。この事を各自,ゆ っ〈クと考えてクラブ生活というものを再確認しても

らいたい。クラブは決っして親睦や機敏性 ,判断力の育成 ,身体の鍛練というような問題

だけではなく,自 分自身を自分自身によってみつめ,鍛える大きな目的を持つという事を

考えてもらいたい。

最後に前主将の言われた言葉をもう一度提起 したいと思う。クラブは上級生がやってい

るのではない。部員一人一人が動かしているのである。確かに下級生は重要な仕事も与え

られず ,単純な労 L‐l集約的な仕事ばかりであり,面白〈もなかろう。しかし,これだけの

組織を円滑に動かすには分業しかないのであり,管理も大切ならば労働も非常に大事な仕

事である。そこのところを再認識してこれからの半年も,いやそれから先も一精に頑張ろ

うではないか。

―

三田式 3型改 1,ASK-13に ついて

現在,当部の一番の問題である新複空練習機について,こ の号では三田6型改 4と AS

K-45を とりあげてみ重した。来だ資金の問題にばかり着手しておりてすので,今後更

に他の機体の資料も集めまして検討を進めたいと思います。H26Cは 現在生産されてお

らず ,日本では現在最も実績のある三日,ASKと の比較のために書いたものです。尚 ,

この資料を提供頂きなした千代田商工皿の浅原様に改めて御軋申し上げてす。
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1性 能

荻 原 H25C 三 田 6改 1
刀´なわグ‐・じハライハー

ASK13

製 造

耐 空

座

全

全

翼

翼

縦

降 着

自

塔

最 大 重 量

翼 面 荷 重

超 過 禁 止 速 度

飛 行 機曳 航速度

ウインチ曳航速度

失 速 速  度

最 良 滑 空 比

最 良 滑 空 速 度

最 小 沈 下 率

最 小 沈 下 速 度

園

横

社

方リ

席

長

幅

積

比

置

重

会
　
類 第 2種 I

直列複座

753m

165m

440om

1700/7/

1151

緩 衝ソリ,車輪

260 kg

140 kg

400 kg

265kらタ

180 kO/Ъ

160bじ/h

130kう /Ъ

55 kO/11

9226  鶴 226

1//76ア
kf)i′o838k%

務:χL紛 ;風ち

太南工業株式会社 0

第 2種 Ⅱ

直列複座

ア96m

128m

16110m

158ア ″

1615

緩衝 車輪及びノリ

300 k g

`50kg
45o k g

284・ 1/t

180 knf/h

160・シ h

lloたし/h

625kユレ/h

静608 0308
のア8ヽ o827k工

'`

劣:式、;〔:L

看蝙 暉
イ
卿
第 2種 I

直列複座

818m

150 nl

16 00 nl

1750″

146

緩衝車輪及びノリ

295 kg

185 kg

4811 k g

274k34プ

200k■)/h

140h3/Ъ

100患レ/h

る12叫 /h

ヨ927    (鼻27

●805%“ 900批
励075%Oo81%
励644%のアoo%

出 技 飛 行

(宙返 夕開始速D14叫 硼

(失速 反 転 速 い 120b

(き り も の 55km

∈ 昇 反 転洵 4 0 knl

イ/   )160にち

`〃  )450k%

可

一

一

可

総 金 額 0 2.664,000- 6,911,70o―
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2費 用

0し三田 6改 1 (太 南工業株式会わ

三田式 6型 1練習用複座滑空機  1機
航 空 機 用 計 器   4式
登  録  料

Xヾ'Alexander Schleicher ASK16

ASK15複 座滑空機   1機
航 空 用 計 器   1式
予 備 品      1式
輸出根包国内輸送船積料

(F・ 0・ B独逸港

海上運賃及保険料

(C・ IoF神戸
神戸港通関料及八尾格納庫迄運搬賃

銀 行 諸 掛

外賀書」当申請書事務連絡費

欲 税及登録料

取 扱 料

八尾格納庫渡価格

〔計器〕 速度計250脇4 1ケ ,

昇降計 ± lo雛た 1ケ ,

昭和45年 4月 現在

12.450,000

Y 174p00
■  lo,ooo

(Alexander

Y2,114.700

Y 124.000
Y  15,500
Y 248,500
■2,502,70o)

Y 418,000
Y2,920,700)

1 135,000
Y  86,000
Y  6o,ooo
Y 448,000
Y 292,070

¥6,911,700

ポールグージ 1夕 ,高度計

昇降計 ± 2 人` 1タ

¥2,664000

計器明細

速度計 200■ た  2ケ , 昇降計 土 i CⅣた  2ケ ,

10,000m lケ , ボールゲージ 2ケ

精密 2針高度計

Schleicherを上募更)

10,00 0NI(ケ

舘 助部め  羽布 1 0meter車輪 ,塗料シンナー付 2ゆ

耐空検査 は別計算
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加 古 川 合 宿 記

5月 合宿は新入 9名 を迎え ,加古川滑空場にて行なわれた .

初めてのウインチ合宿 ,7カ月のブランク,新入合宿と悪条件が重なり,心配 したが,無

事 11日 に終えることが出来た。総発航回数 129発 ,こ の回数は前の関大 ,その前の大

工大に比すと可成夕多い。整地半分 ,F‖練半分は当分変わらないとして も部員がウイ
ンチ

合宿に慣れ ,ウ インチの良いのを持てばもっと口ると思 う。今回の合宿では ,最初 ,京大

ウインチマンに 1日 ついてもらい,残 りは我校の自動車係 2人で最後まで曳いてもらった。

その為ウインチマンはグライタ
‐
―に乗せる事が出来なかったが,合宿を重ねウインチマン

が増えれば,その分まで飛んでもらう。今回の合宿で自分に着いた事としては,OBの 方

々が久々に合宿見物に来られた事である。加古川なら京都からでも3時間半もあれば十分

来られる所であるし,道路も高速を利用すると非常に行きやすい所であタヨすので今後も

休日には是非来て頂きたい。

今回の合宿から改めた点を報告しますと,塔乗の報告は先づビス ト (主肩)に報告,ア

ドバイスを受けた後,教官に報告 ,塔乗という制度を採り,塔乗後はその逆の報告をして

ビス トで反省をする。これは過去にも不完全な形で存在したが,今回から徹底する事にし

た。

叉,反省する点としては,合宿日が教官の都合て遅くてで確定しなかった事や,ウ イン

チ製作・新人勧誘‐身体検査等が一度に重なり,合宿の為の学科が十分に出来なかった事

など,合宿自体に乗る事よりも整地に重点を定つていた為,実際飛べる段階になり,心構

えにズンがあったと思う。このような点は 6月 /1合宿に備え十分に反省改善した
いと思う。

現在関西にある 26Cの うち,使用出来るのは 2機のみであり,残 りはすべて破損,耐検

中という状況て次の 6月 合宿も予想機が使えるかどうか分からない。加古川は非常に機体

の消耗の激しい滑空場である。

次の 6月 合宿は,16日から1週間同じく加古川を予定 しておク薇す。査だ教官は学連

で調整してもらっておるところですが,夏からは 1本立ちが出来る様 ,頑張クたいと思い

てす。 20日は日曜日であり■すので是非,多 くの先輩が見学に来られ応援して下さる様
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お願い致 し■す。

豪ゝ at are New OB doing now ?

斉  藤 憲一郎 OB

ゼネラル石油皿に入社して新入社員ラ‖練を2夕月うけ,6月 1日 エク営業部付となり,

引続き銀座本店で訓練を受けてかり すヽ。学生時代には,ただひたすらクラブ活動に専念

(?)しておりてしたので,会社に入って毎日の勉強には,ただ悲鳴をあげるばかりです。

(中略)福井,富山で一日中走り回った下級生の頃が思い浮びЦす。あの頃の苦しかった

思い出は,記録をとった日の思t/・出よリー層懐しいさわやかな青春`,一頁
です。どうか皆

れ 頑張って下さい。OB積立金も小額ですが頑張ってやっからネ。

当社に早稲田つグライダーのコーチをしている先輩がかられ,モ ーター・グライダーに

乗らないかと誘われてい鷲す。余裕が出来れば,叉 ,始めようと思っている。皆様の御健

闘を祈夕Iす。

吉  FFJ 澤」 春 OB

ゼネラル石油皿入社後,2ケ月FB5の研修を柊え,会計部システム課オペレーシヨン部門

に配属が決定。要するに電子計算器の操作要員。どういう理由でこんなになったんでし、

うね。本当にものになるかどうか皆さん期待していて下さい。もしこの人事が成功すれば

後々の語ク草となるでしよう。吉岡プログラマー兼オペレーターと自他共に認められるよ

うになシまっせ。

平 松 清 -OB

話君,元気でやって言すか ?俺の方は休みが無い。外見は優雅に見えても実際はきびし

いんだ。本当に学生生活が懐かしいよ。卒業 して今,考えるに航空部生活と勉学とそして

それにプラスアルフアの何かを学び,や ってもらいたい。学生生活の思い出として部活動
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だけだというのは非常に淋しいことになると思うよ。部活動も大切,しかし,それだけし

か出来ないなら人間小さくなるよ。皆なガンバッテ′

(日 本セー リングスクール指導員)

福 永 重 孝 OB

最新のカ ーゼル機関車が赤字寸前の線路を,古い蒸気機関車と,緒に走っているよう

な日々。今 ,セ ツセと授業l.を納めて,麻雀の再教育をうけている。麻雀はあまク好きで

l‐
rないが (へへへ)こんな事てもして,時間をつぶさないと前の機関車にぶつかってし重

うから仕方がない。 (中略)自分・/7選んだ人生だから立ち止漱る前に足を進めねばならな

いと思う。これはクラブ生活 l‐ もちては状る事だ。君達の活躍を君達の偉大な先輩はいつ

も見つめているぞ。つらい事があったらいつても相談に来てくれ。頑張れ。D.U.A.C

篠 山商工会議所勤務)

恭 行 OB

神戸・塩屋での営業研修を終り,5月 る 1日 ,東京で初出勤した。今日は職場見学だけ

だったが ,萌 日から都内の病院,開業医に宣伝して回るということで,これから勉強する

ところだ。 (中略)の〇君 ,「浮気のすすめJを読み絡ったら送ク返して欲しい。禁欲生

活を続けているが浮気の感覚は大切にしたいと思う。

(東京田辺製薬勤務)

西  田 行  雄 OB

何と1/Nっ てもこの世の中で勉学ほど面白いものは無いさかい,両親も勧うることやし,

もうしばらく学校にいることにしました。もし何処かで自動車曳航をすることがあれば ,

曳航しにとんていくからな′さあ数理統計の勉強を始めるぞ。

恒  藤
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加  藤 寛 OB

先代のY氏 ,先々代のH氏からの経済学部生の伝統を固〈受け継いでお夕菫す。今,4,

6年生には,経済は居夕重t～が 2回生のTも 1年次の取得単位 12という′ノモシサで

す。当分は ,ただひたすらに航空部のエリート街道をパク進し,後継者の育成に努めて■

い夕てす。

岸 田 長

岡 本 和

〓
一　
幸

OB(ミ ツミ電機■ ,現在調布在住)

oB(住 友重機械工業皿,現在新居浜在住)

“

″%イン″′

"″

%″〃″ち″″4′〃イン″́ ″
'%%争
″′イン%″レ″″

`″

″イン〃″ン″″移″″4´物くレ″″″

`″

Z:争笏″

大久 保  雅  史

昨年 ,我同志社大学体育会航空部始くって以来の大変不幸な事故が起き,部長さんをは

じめ顧問 ,コ ーチ,監督,OBの 方々に大変御心配をおいけし,幹部の一人として本当に

もうしわけないと思ってい抵す。

このたびグライデイング発行につき,新らたに製作したウインチ製作.dな るものを書〈

ようにと言われ,製作記なるものになるかどうかわかクほせ続 ミ,製作の過程や!エ ピノ

ードなど簡単に記すことにしてす。

ウインチの計画は ,昨年 8月 ごろからボツボツと聞かれるようになりヽした。生前,山

田さんが「 おい大久保 ,そろそろウインチをつ くれよ」と自分に言われ「螢だ先でいいん

じゃないですか ?」 と自分が言うと,「加古り||で合宿するようになれば全体ウインチが必

要やからいそいだ方がええぞ」と話しあったことが思い出されてす。当時はまだ加古川も

具体的にどうするということもわからず,皆 ,自 然と忘れてしてっていた。事故の後,反

省という意味で合宿をせず ,学科, トレーニングなど,基礎白つな訓練にはげんでいた最中

に,ウ ィンチを作ろうという気運が高ヨリ,自分がウインチの製作責任者となり,当時の

2年を中心に作ることになりてした。

ウ イ ン チ 製 作 記
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シiイ ンチを作るといっても,当同大航空部はウインチを製作した前歴がな〈,従って資

料も全くないので,ョず資料集めから始まった。日本航空協会のウインチの資料を当・
IIの

2年がどこから手に入れてもって来た。けん引式のウインチで部品にしてもよく出来てい

た ,現在これと同じもの,も しくは期以したものを作れば最低 50亮ヽ どかかると思われ

た。当部ではとても不可能だ。次に各大学が手がけたウインチの特集が方向舵にのってお

り,いういろな型のウインチが合計 43,協会うを含めると14種募の っていた。これは

かなり役立った。 t しかなり古い資料で,現在の関東支部で使用してhる ウインチの原

型ともいえるものであった。OBの青木さんからいただいた日大ウインチの写真だけが最

新の資 llであった。 14の資料中デイーゼルエンジンのウインチは 2・ 3だけで,他はす

べてV星 8気筒なt^し直列 6気筒つガノリンエンジンを使用したものでちった。今から思

えば表々にとってはガソリンエンジンの方がつごうが良かったのであるが,と にかく,そ

れぞれのウインチの長所を出来るだけ取り入れることにし,自分自身で原案なるものを考

えたり,走 夕書きしたりしたが,結局取扱いつなれたV型 8気筒ガソリンエンジンを使用

することにした。型式は自走式縦T型 とした。経済性を考えるとガソリンエンジン4まこの

菫しくないが ,先の理由によりやむ々く使用することにした
^

機動IL嗅 , トランクにウィンチをつむ自走式つため,大変よいし,縦T型つため製作費

は LL較的安〈すむと考えられた.後で計算す■しば製イ乍に費いやした費用は正味 10万少し

てすんている.但 しトラツクは,当時の一年生 ,坂井つか父さんが寄付 してくださったの

で大変動った。

まず一番先に必要なつはエンジンである。このごろをかなか外車特llフ ルサイズのもの

が少なくなり,曳・7L車を買うにも上は外車デイーラから下は解体屋くで走夕蚕わりやらと

思う車が貿えるという次第で,エ ンジンだけなどというのは不可能のように思われたが ,

さいわい今つかっている曳抗車を非常に安〈購入した 解体 屋で松原面会という所に,同

じくマーキユリー 6ろ 年 ミーティアが還よくらった7‐ で色々相手の人と話し合い,又 ,エ

ンジンなど見試乗した後にボディー以外の全ての部品,エ ンジンを始め,ミ ツシヨン,プ

ロベラ,シヤフト,デ フアレンシヤルギヤー,その他,付属品を金 25万円で買うことで

話がまと夜りさっそ (購入 した。排気量は 4,200Cヽ ミツションは,レギユラーミッシ

ヨンで トルクコンパータ付ではない。少し排気量が少ないと思われな〈はなかったが,他

のウインチで3,0000oク ラスで作り,成功した例もあったのでち致り気にしなかった。

叉 ,ト ルクコンパーター付でな0こ とも気になったがウインチマンが少し苦労すればすむ
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ことであり,他のウインチマンでも多くつかわれているレギユラーミツションてがなんじ

た。この外車を購入 してから,部の財政難などの理由で,製作は,はかどらず新しい年を

むかえた。

自分はその間IIPを利用してエンジンの出力や トルク,ヾ ッションなどをカタログで調べ

たが ,車が古〈カタログもないのでう言〈ゆかずにこ■っていた。そぅしている間に 1月

も下旬となり,い よいよ車からエンジン,ミ ンョンを下ろすことにした。自動朝 り幹部に

事情を話し香里高校の整備用ガレージを僣シることになった。あれこれニク月ほどかかっ

たろうか。エンジンを下ろしてフイヤブランやウエスで泥や油を落とし又,自 分達ででき

るかぎ夕の整備をした。先ずオイル,オ イルエレメントの交換,プラクの交換 ,後になっ

てプラグコー ドも交換 ,キヤブレターの清掃,タ ペツトの調整 7ギア′点検 ,ギァオイル交

換 ,ラ ジエター光浄′ホース交換 ,オ イルパン清掃 ,整形,メ タル点決など上げればさタ

がない位やった。これに費やした金もかなりつ額になる。いよいよトラツクも寄付してい

ただき,あ らゆる部品を トラツクlk~積み,今度は,当部行きつけの道和鉄工へと香里を後

にした。自分たちにもこんなガレージカヽ ましいなと痛感した力ヽら。

道和の人にウインチをつ くるのでこれから毎日数人づつ来るからよろし〈お願いし鷲す ,

とたの _́でいよいよエンジン,ミ ッション,デ フ, ドラムなどのセツティングとなった。

もう2月 中旬も過ぎ春休み/_入っていた。

やっと,カ メログなどうしんで ,貢 ったエンジンの出力, トルクなどわかった。又,ミ ツシ

ョン,デアの減速比も,自 分達でクルクル回しながら計算して出した。結果は次のもので

ある。

エンジン・ ミッション・デフアレンシャルギヤ諸元

○ エンジン

排  気  量   4 2 0 0cc

議脇 200r"500,pm
最大 トルク   41 kgⅢ ン/25oOr・ pm

○  ミツシヨン 前進 ろ段

_~ デフアレンシャルギヤ減速比

片側固定    1、 66

これ らを参考に,出カ トルクはこれの 8割方 と考え , ドラムの直径を計算することに した。

ドラムはォイル (車の)を矛t用 して ,デ アのホーシングに簡単につけ られる様に考え ,島

田を自分の家に連れて来て夜おそ く重で計算した。その結果次のように決定 した .
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〇  ドラムの寸法   つば 外 径  90 cm

ドラム内径  40cm

巾   1 75cm

となり,かなり長い索もてけるようにした。送夕装置は ,つけないことにしたから (送 り

のシヤフトを切るのに数万～ 10万かかると聞いたので),ド ラムの中は小さくし,送 り

がいらないようにした。エンジンも整備され ,ク ランチもV~品 (4旦 し,金がかかるのでは

りかえたもの)l~換え ,う とはエンジン,ミ ノシヨン,プ ロベラシヤフト,デ′,ドラム

などのセツトに取りかかった。道和の人に溶接や切断の技術をおしえていたださ,重要部

品,つ査タドラム,プ ロペラシヤフトの短縮以外すべてといっていいほど自分達で作っ,t

これは余談だが ,自分などl・■熱′きさの余ク?電気溶接のアークで目の玉の自1/・所を焼いて

し百い ,あ る日突然,日 の前に膜をはったようになり,さ てはへんな病では?hやそんな

か薫え もないし,とにか (眼医者へ走シ込み ,アークで目が少し焼けたのだといわれ ,ほ

っとした。なれないうちは気をつけねばならないと思い,それから2,6日 眼医者にかよ

い,ア ークを見ないようにした。又 ,こんなこともあった ,毎日朝から晩査で作業してい

たのて昼飯を食いに行 くのが邪魔臭ぐ (道和鉄工は岩倉の山の中深くにある),島田の持

って来た弁当を皆でわけて食べたこともよくあった。こんなことをして%る間にも少しず

つ作業はすすんでいった,一つの部品に一日かかった時もあった。春休みといってもまだ

山は寒〈,か しかむ手てボル トをしめたことも,又同じ所を●接してはう言〈ゆかずグラ

インタ
‐
―でけず夕又溶接,これを何口も〈夕かえしたこともあった。

自分が学連の副委員長を努めることになり (だれかさんの陰謀と自分は思っている),

おりしも加古川滑空場の話が具体化し,加古川へ学連の方に同行してウインチの方へ行け

ず ,自 分でいらいらしていたのもそのころであったと思う。中央姜員会で小含へ行った時 ,

テゴ部つ九プ11工大のラインチを見たのも参考になった。

いよいよ完成近くになってられこれ不備な点が出てきた。デフの固定がう抵〈ゆかない。

ガイドロラ ーの部品が手に入らない。又V8用のタコメータが手に入らないなど,色々な

ことであちこち走 ,■ わった。ガイド'―フ
ーにつかう肉厚鋼管を買いに立売堀のある鋼管

部門の店へ行った。その店の寿やしさんが,つきっき,て思った寸法の ()のをさがしてく

れたこともあったし,ベアリング屋へ行って自分の言う寸法のベアリングを力′ログでし

らべてもらったりしたこともあった。とにか〈3年の島田,守屋,川辺,西山などが毎日

11イロ″てやってきてよくやってく″lた。自分達のクラプのためとはいえよ〈ガンパソタと思
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う。春休みもほとんど費し,比叡山の雪もとけはじめ,ウ インチらしい形が トラノクの上

にでき上がってきた。あとlvI,ガイドローラー とボンネツトと運転席のネットなどを残すの

みだ。ガイドローラは守屋が工学部のうでまえ ?をはっきして旋盤を使ってベアリングを

はめた。ネツトとポンネツトは工学部の川辺が作り,又デフの固定は電気科の島田が作っ

ただけあって,ブサイクながらガツチリしたものとなった.タ コメーターも西山に買って

こさせ計器も一応ついた。完成は真近かだ。こんな時に急に合宿が 5月 4日 ～ 5月 11日

ててと変更され ,加古川で行なうことになった。完成を急ぎ全体合宿に間に合わさなけれ

ばと皆夜遅〈誓で頑張った。完成したのは合宿の前日の夜だった。校内でひそかに引航車

を試引きした。思ったより引〈のが難しい。う螢く合宿で引くことが出来るだろうか。そ

の夜はあま夕眠れなかった。

翌日,加古川へ無事着いた。あいltaく 雨,`すヽす′心がはやる。もう一度車を試引きし

たかったのに。 5月 6日 北尾教官にカツメーがないから早く近くの鉄工所でつくってくるよ

ょうにといわれ,やむなく加古川製かんへ。ヵッ′―が うてくできない。北尾教官も窪田

コーチも「 うな〈いくか。Jと 見にこられた。「いえ,Iだ うなくできません。」自分も

鉄工所の人も考えては溶接し,又つぶしては作りうまくいかない。たった5mmの索を切

るためのものなのに,夜 もふけ 11時ごろ,北尾教官がフラを切る農具をヒントに考えつ

かれたカッターが完成 ,や っとプツリ索が切れた。実l~ぶさいくなカツターになった。大

きなおも夕がついているのである。しかし,切れ味はパツグン,めてたくカノター完成 ,

結局合宿第 1日 目は全然引くことが出来す ,又 自分はいらいらした。次の日の朝,整地作

業の後いよいよ我々が作ったウインチで第 1発 目を引くことになった。「準備よし」「 出

発用意J「出発」 ,機体はガクンとシヨンクを受けて走夕出した。や力て 離陸 ,上昇して

いった。離脱 200m横 風だし,200mか と思0ヽ嗜ψちも「やった」と思わず声に出てし

まった。うれ しかった。そばにいた川辺と共によろこんだ。北尾教官から「
パワーがない

がフルアクセルか ?」 と言われ,「ほとんどフルアクセルです。Jと 答える川辺。「速度

が少し足クないが成功したな。」と北尾教官もよろこんでくださった。ビス トにいた島田

や守屋,西山そして 2年生達とも一緒によろこんだ。しかし,パ ワーの不足は深亥Iな問題

た 順風が吹けはなと思いつつ ,計算したことをいろいろ考えた。さっきはtコ ンドて引

いたが,ロ ーで引いてもさしつかえなt・ ,計算では速度 も十分でるはずだ。「 まし,ロ ー

で引け」と,思い ,1ヒ尾教官に言ったが始めは「速度が足らないと思うよ。」と言われた。

ても自分は何回も「 コーで引いて下さい。Jと 言った。「 まし,そ したら一 ん` ローで引
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いてみろ。Jと 言われローで引〈。結果は良好だ。デフの減速比が 166と 低いから力の

あるローで引いた方がよいと思った。考えは的中した。そして最高 320m,平 均 250

mの 高度が取れ ,合計 100発近〈引っばることができた。一応成功だ。しかし反省する

点が多くあるし,又 トラブルが無かったわけてもない。予想外にも早くデフがへたった。

終了日前日のトラカレだった。すぐ分解した。差動ギアがすリヘっていた。これを溶接片■1

回転式から,両側回転式1/1‐改ためす く・に使用できると思ったが ,デフの減速比が変化,2

倍の625と なった。セコンドで引っばるが索の速度が少しl■ りない。 ドラムに索を重い

て径を大きくする。あ重り変わらない。 ト ツプでは力が不足する。モコンドではレツドノ

ーンぎクぎ夕ててエンジンの回転を上げねばならなかった。オーパービー トも起こってき

た。水をラジエー′―にえξっかけたがら引っばる。フアンを逆ビツチにしたのl_あ抵夕効

果がない。なんとか合宿を終え,早速計算をやり直した。 ドラム径 60 cml‐変更。エン

ジンをフオー ド5500∝ 工乗せかえ中である。今度は トルコン付きである。合宿ではイ可

国もグライズーから「おい ,むちうちになろ 」と言われたからである。終了 6日前く
・
ら

いには,う 抵ぐ引き合わせるようになったが,やはタエンジンの回転を 1500rp咄 く・

らいて,タ ラツチを合わせねばならず トルコンがすべったりしないものなら,ト ルコンの

方がたやす ぐ引けるからである。このフオー ドのエンジンは力もあるし, トルコン付ミツ

シヨンも大しょうぶである。ラジエーターも大型に変えたし,今度こそ本当の完成である。

同志社式 2型はデイーゼルにしようと思う。特に 10″ つ織り10,0 0 0CCぐ らいのでか

いのをのせ ,余裕しゃ〈しゃ〈引っばれるのをつくろうと思う。金も60万 ぐらい必要で

あろう。早速 ,エ ンジンとトラツクを見つけたが,肝心の金がクラブにない 。集団パイト

を今捜して/ヽる。鋤 方々もぜひTZl」力をお願いいたし重す。特にエンジンの寄付をお願いし

ます。よろしくか願いしてあ
ハヽす。

以上がウインチ製作記です。だらたら書いてし,いヽしたが文章のまずさはお許しられ/

☆付記 先日一部のOBの方 1々/_内容の不明瞭な手紙が届いたと思います。大変失ネLし■

した。自分で書〈べきウインチエンジンの寄付についてのお願いの手rJを後輩に書かせて

本当に申し訳ろり■せんでした。当紙面をかりておわびしてす。
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航空部に入ってよかったか ?

曳航車のエンシンの音が,朝の静けさを破って響きわたる。ア//ク ライダーが動きだし

た。 卜・ンドンスピードが増し,グ ライタ
‐
―は地面を離れ ,やがて急勾配で上昇をはじめド

ンドン小さくなっていく。うんなに高い所tで上がって無事に帰ってくれるだろうか ?あ

んな所から下を見たら恐いやろな。それにしてもグライダーの飛んでいる姿は,実に優雅

てカツコエエな一。僕のような者でも,あんなふうに飛べる≒うになるだろうか。これは

新入合宿で生れて始めてグライタ
‐
―が空を飛ぶのを見た時の話てある。大学にはいるまで

別に飛行機に興味があったわけでもなく,航空部の存在すら知らなかった僕にとってはご

く当然のことかも知れないが ,今考えてみると何か滑稽なような気もする。

しかし,と にか〈僕はちの日から自分は航空部員であるという自党のようなものを持ち

はじめたように思う。そ してその自党のもとに,航空部のリズムにらわせて,今 日■で毎

日を送って来たようだ。合宿の苦しさにmfえ て今日までクラブを続けてこれたのも,その

自覚があったおかげではなかろうか。あの焼けつ〈ような太陽の下で,む し焼きになる思

いて機体を運搬 しながら,何回「 こんなクラブやめたろ〃」と思ったことかわからない。

しかし夕方になって山の向こう側に沈んでゆく夕日をながめていると,ど こからともな〈,

今日も無事に終った。さあ′明日も頑張ろう,と いう気持が自然とわいて来るのである。

そうして,合宿が終ると精神的にも肉体的にもつかれきっているにもかかわらず ,何とも

言えない満足感を感じるのである。

我々が生活している世界は一つの平面である。そしてその平面の上に何万,何千という人

間が日の前の地面だけを見つめながら生きている。そこには何万 ,lJfと いう障害物があ

夫一稿
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宮 原 幸 春

って真直 ぐに歩 〈こともできない。 しか し空は違 う。空は何処迄行っても無 くならない。

何処をどう飛んでも障害物などない。実に雄大ではないか。そんな空のすばらしさを僕に

おしえて くれたのは,航空部である。

′%`″
“

レク協鶴 協ノ

""″

%“,%う,″彿 4%ち″%夕|タ ル%%"ン %“
"修“'′
″フイ%`′|ノ%協″券

`,′

古 合  宿

了

本当に色々た事があらた。起った。俺の頭脳では覚えてかれない位い色々な事が。それ

につけ思うに,合宿 とは楽しいな,否′楽しいだけではない ,勉強になる。参加するにつ

け,俺が目に見えるほど進歩しているのである。本当に,冗談抜きで,

何日であったかは覚えてないが・……。「報告しま―す。OO02047号 操縦 ,課目,

直線滑空,お願いして一す。」俺は聞いた。多少色の黒い (多効動きが良いため),見る

からに人間ができている様な顔をしたK君がそう言ったのを。そ して,俺が翼端を持って

いる。4ア 号機の方に飛ぶ様lCして,走って〈るが早いか操縦席に飛び乗ったのである。

そうだ。今日は新聞社の取材の日ではないか。土手l~は多数の見物人が集重ク,さ っきか

ら来ていたヘリコプターが次のフライトのグライタ
・―を取るために準備中ではないか。そ

うすると当然,必然的にK君が写る事となり,新間に載れるのである。否,ひ ょっとする

とテンピに出れるかもしれないのである。「ついてるな一」「 ウツヒソヒ,カ メラの方を

向いて手を振ってやろうかJ全 く,う れしそうであった。

どうやら,ヘ リの準備も完了,多分取材が始なるなと思った時である。当然 ,K君 も準

艦 了であった。その時である。窪田コーチと加藤様が機体の方に来られたのである。

アー悲しいかな,K君 ,グ ライダーは 2人乗りでありなした。皆さんは既におわか夕でし

ようが,2日 後の新間に載った写真は勿論窪田コーチと加藤様であり鷲した。

俺,今になって思う。何と後輩思いの両先輩であろうかと。否,絶対そうであると確信

する。取材は大変危険である。ヘリはかな夕接近するし,も し,接触てもしたら……・本

当に勉強に後ク重した

-17-



それは一四次元の陶酔である

坂 井 寿 嗣

グライメ
‐
一 ――それはわた しの美への憧れの極限である。見あげる_奨浮かんでいる。

将にそ うなんだ。あけ放たれた透明々空間に停 っているような感 じて ,どの一画面も,彼

女lt誇 らし気l~ポーズをとって,さ っそ うと滑翔 している。一― そ うスヽうとき__私 は四

次元にいるような陶酔に酔い しれる自分をみる。

彼女はゆっくり1牟りてきて ,ツヤツヤした羽の毛先は私の手の掌に包Iれ る。ビス トで

彼女は羽を横にして休み ,私の塔乗を心待ちにしている。彼女の白いツヤツヤしたサメ膚

は私に彼女の年を忘れさせて〈れる。塔乗の声がかかると,彼女に1,自 線の矢印の上で私

を蹟たか〈迎えてくれた。彼女はゆっくりと動き出し,ピアノ線を振りつめ,急にスピー

ドをらげる。思わず,後ろl_のけぞる。左から風が強い。傾いた,■ で tl上とおさらばす

る。いよ^よ始なったかと思うと急に体が固くなるし,緊張する。

高度 30mで上昇角は急になる。グイーンと押 し上げられるPいい知れぬ不安が襲って

きた。この年増女は私の未経験をいいことに,失神寸前に追い込み,こ のとさから,私を

恋のと,こ にしてしまったのだ。

風防を台風のようにビユーウと風が突切って行〈。眼前の生はち〈重でも蒼〈,吸い込

まれていくような  。マンチ箱の家|ま どんどん小さくなってゆく。いったいどこまで上

昇するのだろうか。ここでブツシリ切れると私の一生 も一巻つ終りだ。スルスルとスピー

ドが寿ちてくる。そして滑空姿勢に入れ始める。急にガツクツと落ちる。私は一瞬頭から

血つ気が引ハた。‐秒ほどして気をとりもどすと。そこは高度 2501・ lの空中展望台なの

だ/今でも焼き付けられている。東に自山峰を違ね ,北に西に,日 本海が見渡せる。細い

二本のレールが輝17nて いる。縁がとても美しい。第一旋回・第二旋回,直線滑空 o第二旋

回・第四旋回・ 着地とただポカーンとしていた数分Falではあるが,地上を踏じめてみると,

あとからあとから感激が込み上げてきた。いよいよ進入に入る。スピー ド90趙γ■ で

ビス トに突っ込んでいく。レパーが引かれてダイブが気を受け止める。思わず前にのめる

と,ス ピー ドが少し落ちて下降が早くなる。ダイブが空気を呑む音はそのなな悪魔の声と

なってでる。体は硬着して頭は恐しさでいっぱいになる。デパートの工 1/ベータの気分悪
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さなんて比べものにならない。

手と足が逆に41uされて斜めに滑夕落ちていく。眼前を横なく
｀
夕の風のパンチが飛んで

くる。風防をカスツたそのミスパンチにIAR身をつんのめった。ゴオゴオと流れる風をしタ

タロにどんどん落ちていく。私は時間の経つのが遅いと思った。桟体は傾いたすま,地上

が猛然と迫ってくる。そしてやっと停止舵が動いて水平になると,地上はもうすぐ目の前で

であった。

いつの間にか車輪は着地して彼女はつ鷲先て走り続ける。そして最後の抵抗であるイヤ

イヤをするが,それもガツチリ仲間の手に包まれて停止する。

憤熟の「終ク」を報告する。わたしはグライダーに魅せられてしまった。あIクの感激

に「よかったなら」「すっばらし′イ」と思わず口にすると,教官はニツコリ笑って満足気

に,なずいた。「次から自分で操縦するんだぞJと言われて,私は気も転倒して,ビスト

から全力で駆けていった。

一

合 宿 と 天 気

高  橋    彰

6月 の合宿を控えてこの号では梅雨を中′心にして簡単に書かせてもらうことiでする.

6月合宿は一種のパクチである。 1週間単位で合宿を取る為,最悪の場合は全部雨,も

し〈は時につ口古川では,合間に晴れても飛ぺないとい ,事が・・おいl_あ りうる。

そこでこのキ颯 i各大学とも慎重に選ぶわけであるが ,残念ながら,現代の科学をもっ

てしても一ケ月前から予報することは不可能てある。

5月 1     6月      1    7月
さつ き晴れ    っ ゅ晴 れ

中休 み つ ゆ 明 り

上の図は過去の統計よりとった一つのモデルであるが,毎年このようなパ′―ンを措ぐ

とは限らない。梅雨の前期と後期は雨量によって分けられている。全般に後期は雨量が多

い。又,中休み .‐ 2期間が向にあり,この期間の長さにより,その年がカラつゆになったシ

するのである。我々グライダーマンのねらいはここである。
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積雲についての L/ポ ー ト

凝 結 高 度
片 積 雲

ハ 八

先づ積雲1/ついての主なる特徴を掲げると ,

1 空気の上昇がよく表われており,雲の頂上がもり上がっている。

2 雲の輪郭がはっきりしてお夕,雲底が水平である。

5 雲中にかける垂直気流が盛んである。

過去の観測記録によると,日本ては雲頂て平均 611/sec最大 1611/Secを越える上昇

速度となっている。その成因は,一般的には下層大気の不規則な加熱によるものである。

つ鷲夕,裸地の砂や道路のアスフアル ト,民家の瓦の部分では,歓 わ夕の草地や森 ,川に

くらべると一層下から暖められるので,その部分に熱気泡が発生する。我らがテルミツク

である。これは日で見ることは出来ないが , トンピがよ〈廻っているので!気流の状態を

下からても発見する事が出来る。

この熱気泡が凝結高度まで達すると雲一積雲となって現われる。この熱気泡が上昇して

ゆ〈のは,も ちろんこの気泡がでわりの空気より軽いための浮力によるのであるが,この

浮力の大きさにより積雲の発達が促されたり,押えられたりするのである。

この浮力を左右する条件として考えられるものは ,

1 大気の安定度―これは不安定なほど発達が促進されるのであり,この安定度とは ,

気泡の周囲の大気の気温が高さとともにどのように減少しているかによるのであり,

大体 1 0 0rnに つき1℃以下の減ク方の時は安定,1℃以上の時は不安定とされる。

2 気泡の言わ夕の大気とのでしり合い,混合が盛んな時は,あヨリ上昇しないうち

に浮力を失ってしまう。
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6 風が高さtCよ ってちがっていると,気泡力吐 昇してゆ〈うちに形がゆがめられ ,

くずれてしまう。

4 気泡と重わ夕の大気の間に働〈摩擦力,このためはじめは早 くのla‐ 夕はじめた気 i

泡も,あとでは一定の早さで上昇するようになる。

5 雲の中に水滴や氷晶がたなると,雲塊の密度が変わるので,そのため浮力も変か

る。

これ らの事を頭に入れて滑翔するならば,ま た,滞空 もより容易になろ う。

111111111t!fll:|!:`:'`:l11!:::::!:ll:1ltll!111::||!III`|!t::|!l!ll!1:11:|:::,11:illl11:l111i!||!!|:|:!1:|:1111,11,!;:11l11:li:ll'1::,l::]1'11111::1lIIll!1:::l:|||11!l[!||,1111[!;I1ll:l1111(1

空はすばらしい ′ 風防にきらめ〈陽光 ,

ような家々,翼をかすめる風の音 ……・ 。

空 は す ば ら し い .ノ

中 村  洋一 朗

かなたに広がる地平線,IIR下に見渡す箱庭の

入部するときに,グライダーはスポーツの中で最も大きなスクールと可能性をもってい

ると確信していた僕の予感は,最初の合宿訓練においてみごとに当った。

やっぱ夕僕の思った通りだった ′

しかし,僕には重った〈わからなかったことが一つあった。合宿のサビンサである。最

初の合宿lC参加する前に,先輩から少しは話しを聞いて合宿のつらさをうすうす感じ取っ

ていたのではあるが,あれほどつらいとは′

グライダーが最も大きなスケールと最も大きな可能性をもっているのに加えて,最も厳

しい精神力と最も強い体力を必要とするということ薇では一特に僕のような体力のないも

のには一考えが及ばなかったのである。あの炎天下における,ク ラクラと陽炎にゆれるラ

ンウエイ,人数の少ない時には400メ ートルを 1人でいっきに索点検をしなければなら

ないつらさ,機体運搬の時のテールの重さ。……。何度「グライダーよ,降夕てくれるな」

と思ったことか。

しかし,考えてみれば,僕はそのようなつらさを承知の上で入部したのではないだろう

か。すなわち僕が,小さい頃から頭の中で描き続けてきた空へのなのかな期待が,僕をし
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て,体力的な問題やら経済的な問題やらをいっさい考えずに,知らぬ間に航空部へと入部

させてし重ったと言ってよいてしよう。

やっば夕僕は航空部が一番向いているんだなぁ―。

僕にあっては,飛行機は

決して目的ではなくて手段だ。

自分を創夕上げる手段だ。

農夫が鋤を用いて田畑を耕すように,

僕は飛行機を用いて

自分を耕すのだ。

一一― サン・テグジユペリのことばよターーーー

;               
…
Я Я Ⅲ Ⅲ Ⅲ

…
口‐ ¨ ‐

「「『

げず ずず

―

航 空 部 の 中 の 私

田 辺 説 子

航空部について何の知識もな〈,サブ・マネとして入って約一年と半年が過ぎてゆきま

した。何とかして航空部と共に大学生活をenjOyしてゅきたいと願って入ったけれど,

最初はうまくいかな〈て,いつやめようかとそればかり考えていた私にとって,今航空部

は私の何ようもすばらしいものとなってしまいました。自分で操縦槙を握って空を飛ぶわ

けでもない者がなぜそう思えるのかと皆から笑われるかもしれないけれど,私は自分なわ

に航空部の魅力にと夕つかれているからです。     1
なっ青な空にアツという間に,ま っ白いグライダーカ帯かに浮び再び地上に帰ってくる ,

Run wayで汗と埃になみれながら走り回る私達。ふとなっ黒に日焼けした彼らの横顔
を見るとこの素本卜なスポーツが彼らをと

'こ

にしたのか,にくい空だなって思いながら空

を見上げ,飛ぶすばらしさを想像するのです。自分で操縦して大空を飛ぶことができる彼

らがとてもうらやましく思え鷲す。私は三次元の世界へと連れ込むグライダーだけでなく,

誰よりも野′心家である彼らにも魅了され重した。だからビストに立って何もせずにただ見

ているだけても,「何しに来たんだ」って思われても合宿に行きたいのです。グライダー

Ａ
ｎ
＝
口
皿

僣

情

慢
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「

の発着時間を記録してせめて部員の足手てといになる重いとするだけですけど…・・・。で

も普段の30X内 の仕事には ,サプ・マネとしてできるだけ動きたいと思います。どこか
らどこ重で私の出る幕なのか判断に迷ってと蚕どうこともしば しば t21夕 ます。そんな時 ,

遠慮なく「 田辺これしてくれ」と言われると,私の存在価値も少しは認められてるのだな

ととても嬉しくなりくす。ある時は「お前は愛嬌をふ夕
`く
だけだ」とか「いてもいなく

ても変らないよJなんてひどい事を云われると,(や しさで胸がいっぱいになり何も言え
なせん。一人で トボ トボ30Xか ら帰夕ながら,「一体,私はクラブのイ可なのかしら,本
当に余計な者てしかないのかもしれない」と考えると,悲 しくみ じめな自分になるのです。

すぐ,そんな悲哀感を感してしまうのは,結局自分が「女であること」に甘えているから

なのだ。もっと自信を持って強くなろうと自分に云いきかせて,叉 ,明 日も30Xへ と足
を向ける気持ちになり百す。実際,女の子が男子部員の中に混っていることは,お互いに

困難かつ迷惑な事かもしれないけれど,それだけにや夕ヵふハがあり,ぃつも出ぐわす挫折

感もいつか何かの教うll_な るもつと信していぜす。そして,みをそれぞれ個性に富んだ部

員の人達と接することができたり,いろいろ碁世話になった先輩l‐めく・夕会えたことも喜

びの一つてす。これからも,幾度も壁にゆきあたるかもしれないけ才しど,克服 して私なり

に立ち向ってゆ〈つもりです。               ・

´π″ ´%移″´́ π″%″″%グク多 ′″´́ %″珍″ ″ ″

大 西 幸 三

現在の教育制度において一番「.5題となっている高校教育のあり方について感するに,大

学の予備校化と化した高校はいまやその本来の存在価値「つIク 中学校に丼ける基礎教育

のうえに,心身の発達に応した高等普通教育および専門教育をほどこし,社会について広

く深い理解と批判力を養い,社会における使命感を自覚させ ,個性豊かな人格を青てあけ ,

国家および社会に有為な形成者となるように教育する」目的を失っている。教育の根本精

神は,我が同志社の創設者新島先生の説 く,智育=徳育,体育の
パランスのとれた教育に

もとづく人格形成であり,今のような智育のみ ,それは社会に役立つとは言えない知識て

感
〓Ｌ″
↑学大
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あるが,に比重をおいた教育はより良い社会を目ざすための教育が ,社会の破滅さえすね

ぐ危険性を包含して1/Sる 。このことは何も高校教育にのみ言えることではなく,中学校ひ

いては小学校にも言えることである。ち【つさえ教育の模範たるべき大学教育において ,

この原理を死守すべ (義務づけられている。その先端となり先導者となるべき同志社大学

において新島精神が生きているだろうか。これはいささか疑間である。というのは智育に

おいて,一般教養と言われるさも大学教育的呼称のもとに我が日本国の将来を託された大

学生に対して無知教育を行なっている。なた体育にかいては,その意義は,智育において

も言えることであるが ,本育を通して徳育を養うべきものであるはずにもかかわらず―週

に一度の授業で何が体育と言えようか。それを理解したならば」性 をはじめすべての者は

スポーツクラブヘ入部するであろう。この点においても■た問題となるところは,せっか

〈入部したクラブであっても多額の金が必要とするならば我々プロレタリア階級にとって

は精オ中的寿よび肉1卜的圧迫によって体育のために徳育卦よび智育が疎外きれることになる。

それでは新島精神に反するものである。結論として,我が航空部は新島精イ中 (智育,徳育 ,

体育)を全うしようと′きがけるものであるから,精神的肉体的圧迫から解放され ,要する

に,アルパイトをしなくとも部の管理維持がてきるよう学校偵1に対して,部への補助を要

求するムのである。                   .

話は変わりてすが,大学へはいったらみなさん煙草を吸うようになりますな.妙なもん

でして ,成年に達していなくとも大学にばいれば許され4す。小生どこがう鷲いのかと ,

いささか疑「.3を持ち,友人に聞くところによれば気分がおちつくとのことでありなす。そ

れならばガ性 も気分をおちつけよつと思い,6本吸ってみ硬したところ,日の中がからく

なり何がかちつ〈ものかと友人をばしか夕つけました。また彼の言うには,それl_t』、かし

ているからだと0こ と。小生それを開き,な るほどしからば荻いこもうと思い立ち,かの

志を持って家に帰りつく。親兄弟に知れずひとりうきうきし, 1本を吸いこむ。しばら〈

するうち,意識の不確かな自分にむちうって立とうとするけれども立てない。あのイタリ

アの大科学者ガリンイの言葉をいて身にしみて理解できたのである。

Fそれでも地球 vI回るJを。
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―罐汁伊⑬
速 月,直 喜 ,21歳 …・

速 見 直 喜

速見直喜,21オ ,彼は同志社大学体育会航空部に籍をおくんでありです。彼は同部た

だ一人の文学部生でありまして ,と もすればガサツな工学部生 ,キザな法学部生 ,ヘンコ

ツな経済学部生 ,ム チ (ただし2回生にかぎる)な商学部生達のため誤解され
`^る
同学部

錦 位と伝統を一人背負い,日夜戦いつづけている人でありなす。ホントかネ ?

彼が同部に入った理由,空が好き, ……。いや違う。飛行機が好き, ……・でもありま

せん。ただ彼はもういやになっていたのです。よい成績をとるための勉強が,学問のため

の学問が。彼が大学に求めるもの ,それは真の感激 ,ただそれだけです。しかし現在の大

学当局はそれすら被に与えることは出来鷲t～。だから彼は自ら飛びこんだのです。真の

感激を求めて。航空部へ。その彼ももうはや 2回生,64回 搭乗し,いつ来るとも分らぬ

初ソコを夢みるころとなクIした。部をやめたいと思ったことも一度や二度ではありませ

ん。一年前の福井新人合宿 ,教官の顔が鬼に見えたっけ.反面あれだけ自分にきびしくな

れたらと思ったこともたしかでした。夏の富山合宿 ,苦 しかった,ほんとうに。消燈後 ,

なかなか眠れず ,天床をしっと見ているとホメルが一びきどこからか飛んできて,真暗な

部屋を・……あの時は涙が出そうになった。ほん,l‐。「何故,俺はここでこんなことを

区 いるのか ?Jこの問いは今抵で何度となく彼の頭に浮び,彼を悩重してきた,く た誰

もがいだく問いてもあります。「何故 ,俺はここでこんなことをしているのか ?」 真の感

激を知るため ,友を得るため,大空のすばらしさを知るため, ……。しかしそのどれもが

彼を満足させ ,納得させる答ではなかったのです。「そんなことが分るくらいならクラブ

なぞやらない ,それが分らんから俺はクラブをやっているんだ。」こう自分に言い開かせ

彼は今まで空を飛んできたのです。しかし,ある日,それこそ青天のへされさのこと〈彼

は思った。「何故,俺はここでこんなことをしているのか ?」 この問 /・ こそ現在の自分に

な〈てはならぬ問いかけであると。この疑間をつねに持ち,それに鋭く向って行く。そう

することによって ,と もすれば曖味になりがちな自分の航空部に寿ける位置,大学生とし

てのあり方,そ して空を飛ぶというきびしさを彼に思い出させることになる。この問いに

対する完全な答を彼は得ることが出来ないということはたしかでしよう。でもしかしこの



問いは現在の彼になくてはならないものであるとぃ ぅこともた しかで しよう。かつて日本

に新体詩の風を吹 きこんだ藤村が F千曲川スクノチ』の中で,「山の上の星は ,君に見せ

たいと思 うものの一つだ。」と書いているが ,も し彼ならこう言 うであろう。キット

「 あの真青な大空にすいこ査れて行 く,純自のグライダーは君に一番見せたいと思うもの

だ。Jと ネ。

宿 命 と い う も の 1/_つ い て

横 手 貞 明

人生について,選択をしたのは誰か ?私はそれをまず尋ねる。誰も選択したものはいな

la・。我々は ,は じめみんな子供だったから誰も選択はしなかった。誰もが鷲ず行動したの

だ。仕事や職業の適性l■ 自然と環境とから生ずる。つまり思案する者は決して決定しなt・

のだ。学校てやる分析|■ ど馬鹿げたものはない。動r‐4だの動因だのをあれこれと考える。

ところが誰も選択などはしない。みんな歩いているのだし,どの道も間違っていない。こ

の世を生きる秘訣の一つは,て ず ,自分のした決心や自分のやっている職業について決し

て自分自身と喧嘩しないことだ。そうではなくて反対に,自分の決心や職業をちゃんとゃ

ってのけることだ。我々は,自分かしたわけでもないのに,すでになされてぃるこの選択

のうちに,宿命をみたがるものである。しかしさして問題でない。悪い運などというもの

は ,存在しないし,良 〈しようと思えば,どんな運も良くなるものなのである。自分の性

質についてかれこれいう事な どだらしのないものはない。誰も自分で自分の性質を選択て

きはしないのだ。けれども,人間の性質というものは ,どんな野′さ家でもじゅぶん満足さ

せる程豊かなものである。必然を力と化する意志と行動こそ偉大なのである。 野 ばざタ
しぞ口惜しき

"こ
れは怠け者の言わけである。それなら勉強するがいい。たとえむかし勉

強したところで ,今勉強しないなら,それは大した事ではないと思う。過去に期待をかけ

るのは過去を嘆くのと同様愚かな事である。できてしまった事なら,それに甘ん じうるの

がいちばん立派であるし,それを生かしえないのが一番醜態である。それどころか不運に

身を委ねるより好運に身を委ねる方がむずかしてとさぇ考えられる。ミクランジェロは ,
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その点 ,自然の力をうばいかえ して,容易な生活を困難な生活と化すあの激しい意欲の故

に ,偉大であると感 じる。諸君,人生という学校では ,解答は一つ てはない。解答は我
々自身の生 きる意欲なのである。そ こでは ,幸福とい う教師 よ夕も不幸とい う教師が真の

我々lC対する教育者なのである。

⇔ ⇔ ⇔ ⇔ ⇔ ⇔ ⇔ o⇔ OooooOoゃ 0‐ OC000Φ ⇔ Φ ⇔ ⇔ く

の 出 来 事

内 田 正 人

あれはもうかれこれるo4年前になり、すか,冬にな
`,と

よく行 (ス キー場ての事でし

ノこ 。

夕食も終夕,皆 (4メ0で風呂にでも入ろうかということになりました。 (こ このスキ
ー場は温泉場にあるため名前のついた湯が 4つばかりちク硬す。一番奥に苦湯 ,その次が

鉄湯 ,書 たその次が滝湯 ,そ して一番手前にあるのがラジウム湯です。)4人そろい丹前
を着て苦湯へ ,苦湯に入ってなんと驚いたことか ,いゃなんと喜んだことか ,男湯と女湯

が奥の方でつながってぃるではないですか,で も央は湯気が立ち込めていて一寸先も見え

ません。がっかりしました。ところがです。小生達を喜ばせたものがあったのです。男湯

と女湯とこ)境の壁に穴がいくつも開いているでr■らクЦしヽか。小生たちはその節穴に飛

びつき,息を殺しいまかいまかとばかりl_待 っていると5入ほど来たのでした。「 ウヒヒ

ノJと ′きで笑い湧さ上がる興奮をこらえ ,殺気を帝びるなどの真焚」さてかぶりついている

と,「 ガラガラJと いう音とともに自い]tが 日に写ったのでした。「やったら ′J・ ¨¨

数分後湯につかってぃたうちの 1人が「 ぐいっ」とばかり立ち上がクこちらの方へ向って

歩いて来て ,節穴の前の真前で体を拭き始めるではあり,せんか。あま夕近くに寄ったた

め首とひざとの間しか見え資t～。豊かな隆起をみせるボイン, ¨ ・̈の様な・・・・・,も
うがなんでき蚕せん。その時でした。「ば,ばか ,ねていろ ′起きるな,パ カ′坊ゃは良
い子だ,ねんねした。Jな どと言いきかせても無情にも言うことを開かす ,大胆にも逆ら

うものが出現しました。「 自分だけなら疑だしも他の者に見つかったらKずい。Jと 言う

のも開さ入れず「 ムクムク」と頭をもたげてくるではないですか。「ちくしよう′」「 ド

夜るあ
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ボン,ボチヤ」と湯船に飛び込み=し
た。

そのうち誰かがおもむろに「はしごをしようぜ」と言い出しました。小生は「寒
いのに」

とはしご湯を懸念してした。でも友を裏切ることはできず。しかたなくタ
オルー枚腰に重

いて風呂場を飛び出し,抜 き足差し足潜び足と部屋の前を通夕抜け ,鉄湯を駆けて通夕滝

湯に行きなした。そして,滝湯の戸を調けようとした時です。苦湯での強烈な印象の
せい

か気が転倒 し́ていたのでしよう。足をすべらせ「 ドデ
ン, ドガンJと 大きな音を立て転倒

したのでした。身につけているものは腰のタオ
ルー枚だけ ,ついでに頭も打ち,脳震盪を

起こしました。その時の状態は意識を失い,どの様なあられもないかっこうIr_な ったか覚

ぇてぃ意せん。そ してどの位時間が経過したがわかりませんが ,気が付
いた時はラジウム

湯につかっていたのでした。滝湯とラジウム湯の間には階段があったの
ですが,ど うやっ

て来たか全く覚えがないのです。意識もある程度はっきりしてきた
ので戻ることになりま

した。前例もあることだしと思いラジウ
ム湯の戸を開け ,慎重に慎重を重ね一歩一歩踏み

出し始めました。階段のところで「誰か来るぞ
′」の声に心は_aliし気は転倒し今度は足

を踏み外し「夕
‐
ダダー ソ」と最上段から最下段蚕で一気に落っこちでした。またしても失

敗,小生は自分のどしさかげん l‐感心し意した。その後は,すべって転ぶことなく無事に

丹前のかいてある苦湯ててたど夕着き云した。苦湯にたど夕Ptハたとた
ん脳裏に焼き付い

ていた例の節穴をのぞき込みなした。そ したらどこからともな〈「誰しもす
るんだな。J

という声が聞こえてくるではあり資せんか。「
ハ ツ」として,湯船の方を見ると湯気の中

に「ボヤー ツJと 男が見え意した。「 し預った。Jと 思っ
たがもはや遅かったのでした。

この夜は散々に痛めつけられ ,「フラフラ」の頭で床に着きてした。

翌朝は早起きの私も流石にぐっすクと寝込んで
いました。

Cで0◇で0で0‐‐●●‐●‐‐てくヽドX×××

△
ム 幻  想

川 瀬  多津美

「体青会員らしく振舞え」「体育会に入っ
ていることを忘れるな」等の言葉をしばしば

耳にする。どういうことだろうか ?イ可か,体育会に入っているため,特別な意識を持たね

育体
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ばならないのか ?強制されるのか ?とい う疑問か ら僕 自身考えようとしてみた。未た,そ

ういう難 しい問いには ,は っきりとした回答が引き出せないでいることは事実だ。だが ,

一つ考え られることは,体育会を特別な組織 として捕えているとしたら,いつ■でたって

も悪習は消え去 らない。ということだ。体育会とい うのは ,も っと模範的組織になろうと

努力し,又 ,で きる組識ではなかろうか ?それを十分にはせずに ,唯だ目先のこと,表面

的なことだけを特に大切にして行なっている。すなわち,学生服を着るとい うことはどう

いうことか ?と いう問いを発せば,人々は常識的な回答として「体百会員らし〈統一を計

るため ,気を引きじめるため」等を上げる。 もちろん ,それti全面的に否定するのではな

t“
', 
マイナス面はないと言えるだろうか ?学生服を着るだけでクラブの統一 と団結を計

れるのか ,同 じ服装を着るだけで一致団結が可能であったら,f・lと クラプの統一と団結は

たやすいことであろうか。僕は統一と団結とい うのは幻想に過 ぎないと思 う。あらゆる考

えを持った人間が一つのことを目ざしてい 〈雰囲気をクラブ内に確立できるのは,並大抵

のことでは不可能ではないか。又 ,今一つ問題となる点は ,学生服を着ることでそれ らの

困難なことを一 ltFで も確立てきたような気がする ,と いうことに錯覚はないか ,と い うこ

とだ。一時期 (瞬間とい ってもよい)は ,僕 も学生成の効果は認めうるが ,その効果以上

に否定面を忘れることができない。それは ,効果lt一時期に過ぎないのに,これて十分に

クラブの統一・団結はできたと往々にして思って しまわないだろ うか ,と い うことだ。僕

自身 もそれを経験 してきたのではないか。そんな風にせってしまったら,逆効果になって

しくうのではないか と思 う.又 ,学生服を着て気を引さしめうるほど気を引きじめるのは

容易なことではない。もっと内面的な非常に訓練を要することではないか。それを表面的

な装いで肩代わりを してしIっ ているように思う。

以上 ,え らそ うなことを言ってきたが ,これは体育会への全面的な批判で,■ なく,1業 も

含めて,多 くの人々 (体育会員でなくてもよい)つ ',陥 ク
やすい錯覚を指摘 したl‐過ぎな

い。人間は,よ り高い人格を形成 したいと欲する人周は ,決 して表面上の諸々のことで ,

極めて難 しく厳 しいことを確立できたとい う幻想は抱いてはならない,と 思 うからである。
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大 学 生 活 と 青 春

央橘

大学に通うようflな ってから一年余りたつが,考えてみると実に長〈感 じる。しかし長

かったわりには,内容はもの足夕ない。クラブ以外のことは何をしてきたのか,な ったく

思い浮んでこないのだ。僕は大学生として満足のゆ〈学問研究もなさず,Iた行動もとら

ず ,青春という言葉から連想される大学生活とは掛離れた ,サ ラリーマン化した大学生活

を送るためにゼンマイ個卦の人形のように,ただ毎日大学へ通うだけであった。

現在の社会においては,こ れが普通々のだろうか ?た しかに現代 lt会では, ドライに ,

物事を割り切って考える風潮がある。だからといって青春までが ドライという言葉によっ

て蒸発してしまいそうになっていてよいものだろうか ?青春は未来への挑戦家であると同

時に,人生に対する冒険家でなければならない。それなのに,多 くの現在の若者は絶えず

周囲に対して気を使い ,いつ も安全地帯を歩こうとする,消極的な,功利的な生さ方をし

ている。だがそんな生き方に対して,僕の,きは反発しようとしないのだ。これではためだ

と思いながら常に前向きに歩いていこうとしているのだが ,結局ほ妥協を繰返してきたの

である。

しかし,現在の僕は自分/・今このような不安な青春の真ただなかに置かれているのを ,

ようや (,自党して未来に向って前進しようとする情熱を感じだしたところである。長か

った十代とも今年の二月で別れを告げた。これ11でとはちがい,これからはいろうろな問

題に直面するであろうが,自分の進むべき道を確立させて,絶えず前進して lF● きたいもの

である。
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徹貫

,          横手貞明
私tt,入部の|=,航空部に何を期待し,何を目的としていたか ?今 ,私は,それを初志

貫徹の意味で,こ こlt‐確認した7ヽ と思う。先ず ,そ こに体育会としての `航空部
"の
存在

がある。圧迫としての高校生活を送り,浪人生活を送った私は, “スポーン ,,と いう事に

明朗な自由さを望んだ。体育会の要素に,規律という事がよ(言われる。折 ,々大学 ,ク

ラブによって,この規律の名にかくされ ,暴力沙汰が問題となる。私は,この点171‐関して

lt,一切の肯定をも許さなtへ。しかしながら,こ の様な規律の曲解ほともかく,私は体育

会の持つ `性律さ ,,を望んだ。次に,航空部の持つ本来の特長である 環 ぶ事 ,,を望んだ。

これは非常rC単純な動機であり,甘い感傷であったかもしれない.けれども,純粋な動機

として,私はこれを切に思ったのである。キザに言えば ,私の青春を,人間の動物的本能

及び運動性に友する 峨 ぶ事
"に
あずけてみようと思ったのである。この点に関して,私

個人が,ク ラブ活動を行なった半年の間ll,感 じた事に,やは,`飛んだ後に,地上l_も

どってこなければならない。 "と いう事の必然さを身をもって感した事である。生意気な

様だけれども,人間の一面を,ある意味で感じ知ったと思っている。もちろん ,感知し得

たとは思っていない,全てはこれからであると思っている。未熟な飛行技術で飛んでいる

今は,常に,飛行後の教官のアト・パイスに冷汗を流して,ただ 祭 ぶ事
"の
厳しさを感じ

るばかりです。しかし,私は最後に, `初志貫徹 ,,と いう事をもう一度確認しておきたい

と思う。

12月 1日  言己
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昭和 45年度活動記録

4 月 オ リエンテーシヨン

登 録 ア ル バ イ ト

イオ ラス 耐 空 検 査

新人勧誘,Ka6展 示 ,8%映 写会

5 月 新 型 無 線 機 購 入

体育会 フ t/7シエマン

キ    ャ  ン  フ

グライダー

'1練

の安全と向上のため,専用周波数

(27620MC)の許可から,購入の必要を生じ
たもの。

皇子山Y・ H 17名 参加

6 月 アイオーン・東海支

郡へ貸出し

新人生歓迎 コ ン パ

福 井 単 独 合 宿

富 山 単 独 合 宿

飛行数  5回 ,総回数  200回
飛行数  3日 ,総回数 る92回
福永 (4年)耐翌 22分 ,C章獲得

7 月 前  期  試  験
祗劇祭ア ル バ イ ト

イ オ ラ ス 整 備

受 験 合 宿

主翼小骨修理

斉顔 (4年).山田 (4年) 教育証明合格

8 月 部員宅火 災 見 舞 い

受  験  合  宿

遠 征 合 宿

加藤 (4年)教育証明合格 ,
高橋 (3の ,大久保 (60,山井 (3年)上級合格
立命大,愛知学院大,名城大,名大,愛知工大

延ぺ 19名参カロ

9月 備
替

宿

去

式

葬

４交始抑制会

アイォ．いい］中時10 月 事 故 処 理 学科 ,アルバイ ト, 卜1/― ニング (12月 くて)
11 月 イ オ ラ ス 整 備 主翼取付 ビン交換 (未完)

12 月 航空部主催 映 画会 「さらば友よJ

「 フイフイ大空をゆく」 終日満員

昭 和 45年 度 活 動 記
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年

月

６

１

４

後 期 試 験

2月

ため齢 (‰γム)
ウインチ製作 着手

追 出 し コ ン パ

アツトパー改善,主翼取付ピン交換完了
2月 8日～ 5月 5日

6月 O B 総   会

よ計会 り

川 本 富士夫

昭和45年度の決算は次の様になります。

○ 収 入

前期繰越金

戦 無

部   費
入 部 金

個人負担金

寄付付 金
特 別収 入

67628
21ス 187

624,000

36,000

157ス 880
122,600

162,500

収 入 計

○ 支 出

遠 征 費
教官謝ネL費

渉 外 費
用具講入費

2.60ス 495

315,160

30,000

64,820

674,500

11674

付器備品費

特別 支 出

内
(冒ζ鼈

機関誌費(Gll号 )

通 信 費
連 盟 費

内瘤浴消耗 品 費
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支 出 計

次期繰越金

次に昭和46年度 1月 から5月 までの主な支出を上げてみ菫す。

大 学 返 済 金 20,000×5=100,000
ウインチ製作費 約 120,000

ウ イ ン チ用 索 45× 1000177145,000

2566,442

41,055

グライダー保 険
グライダー整備料

無線 機 2台

機  関  誌
100,000

40,000

56,650

40,000

その他ガンリン代 ,自動車 (税・ 修理 ,保険)に関する費用がありなす。

今後の支出としては ,次の項 目が上げられます。

ウインチ改造費及び製作費 200,000
ウインチ用索 45× 4200=  54,000(一 合宿につ き)
返 済 金残 タ 160,000

滑空場 開発 費  一人あた
'2,000

その他各種保険料 ,ト レーラー改造及び製作費 ,予備曳航車 ,格納庫製作費 ,

次期グライダー ……。等,              t

現在,部員の努力とOBの方々からの寄付金により鷲して,ど うlrCか部を運営している

といった状態で,将来の見通しも決っして明るいとは言えまtん.又,今後さらに部員の

個人負担が増えると思い■すが,全員一致協力して事17Cあたって行〈つもりでわります。

サア,みんな一層の努力と情熱を持って,航空部の発展の為ガンパロウ′
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自 動 車 機 材 状 況

川  辺 洋

現在,我が航空部で使用している車としては曳航車のマーキユリーモンテレー引航車の

日産セドリツクカスタム,それにウインチカーとして日産キヤブオールがありくす。

○ 曳航車モンテレー (V8 4500CC 6 6年型車検なし)

45年 7月 にそれ抵で使用していたシボレーインパラを 1万 2千円て下取ってもらい ,

更に 1万 5千円を加えてポンコン屋より2万 ア千円で買ったものである.当 時は外観の

ひどさもさることながら,車の命でもあるブレーキに欠陥があったのです.即ちブレー

キドラムが見事真二つに割れていて,全 く走行不可能な状態てあったのです。しか しな

がら,エ ンジンの調子が極めて良好であった為に,何 とか使用可能にしようと自動車係

が東奔西走して解体屋,部品屋を走夕回ク (何 しろ年代が古いためなかなか部品がなt/・

のです),や っとの思いで ドラムを部品の山から探しあてたのです。そして,さびつい

たそれを研磨したりして何とか走る様にし́たのであります。が ,現在滑空場の都合によ

り自動車曳航から,ウ インチ曳航に変ってきたため1/cこの車は使用されず ,お蔵入りと

なっているのです。しかし,この車て他の大学が 500発程,今迄に引っばっているの

で,既に元を取った勘定になっていすす。そ して,今 ,次の出番を待っている次第です

ム 近いうちにこのエンジンもウインチ用のエンジンとして使われる公算が大変大きい

様であります。

○ 引航車日産セドリツク (直 4 1900CO

この車は 44年 11月 に,その年の全国大会に間に合う様に 8万円て買ったものであ

り,去年の 8月 に車検を取り,後 1年程残っているのですが,ナ ンパーのなる車の少な

いこの頃,この引航車は度々引っばり出され ,関西の大学は全てこの車の世話になって

いる程の酷使のために,あ っちこぅちにガタがきて余命短いものと思われ,す。その為 ,

立命館大学より譲り受けたエンジンと近いうちに積み換えるつもりでいくす。

○ ウインチカー (日産キヤブオール 260 0cc 車検なし)

これは部員の家より寄贈された日産キヤブオールを使用 しており,(別項のウインチ

製作言己て詳しい事は述べますが)その上に,2万 5千円で買ったマーキユリーミーテイ
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ア (V8 4200cc)の エンジンを乗せて我大学第 1号のウインチとして,去る5月 の

加古川新入合宿では無事任務を遂行し, 100発近くを引っばったのですが排気量が小

さい為か ,ややパワー不足の為に現在このエンジンをかろして,5,000円 で買ったフオ

ー ドフェアーレーンギヤラクシ
~(V8 550 ooc)の エンジンと積み換えている最中

であり,次の合4~8ての高成果が期待されてい薇す。

○ マツタ‐フアミリアバン 〈1 00 0CC車検なし)

5月の力1古川の新入合宿の際に,近 くのポンコツ屋でリトリブ用としてス000日で買っ

た。現在,加古川に置いてある。

〇 グライメ・―用 トレーラー (26C用  69年 製作)

(Ka6E 46年 製の

交通事情によ夕車検が絶対必要となったため,26Cの トレーラは大改造が必要とな

ってお夕,現在 ,自 動車係をはじめ,ク ラブ全体が頭を痛・・Dて |・るF・1題の一つであ夕査

す。又,法律上 ,けん引免許が必要となり, ドライバーの養戒が大きな問題となってお

夕鷲す。

O ′‐ツトサントラツク (150口 CC現 在は廃車)

一昨年,OBの一円氏より寄贈され,昨年の夏に車検がされたため資金の都合上現在

では廃車処分し,自 動車部と協力して部員の自動車構造の知識を深めるために役立てて

い●す。ここに改めて一円氏にお礼申 t´上げ■す。

以上 ,自動車係としては最大限の努力をは らい,低費用での ウインチ製作にらたり,叉 ,

安全第一のグライター運航を行 ってい●すが ,資金 ,崚械 ,その他の面で多くの問題がら

ク,OB諸 氏や苦
`員

の御協力,援助を′しか ら期待 してしヽる次第であシヽす。

“
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っ て や ,3年 生

企 画  同 志 社 比 呂 須

川  辺    洋 (工・機工)

生れながらにしてボス・
‐
l風格を備え,上級生になるに連れ ,その風格にもます

`す
磨き

きがかかってきた。エテ (西山)と は同志社幼稚回からの付き合いて,生枠の京都人だ

が ,ど ういう訳か神戸ののノーンについては地元のお巡クさんよりもよく知っている。

(ウ インチ係,副 17・担当 )

守 F-3孝 夫 (工・機 2)

グライダーの好きなことでは部内でも一 ,二を争い,オー トパイにも目がなく岐阜の

中古屋でみつけた一万円のヤマハ2500cを乗ク回している。天の橋立へのツーリング

の復路では,そのヤマハとホンダN660を 物理的に衝突させることにより入問滑空を

試み た現代の リリエンタールである。 (ただし滑空比
‐i25程度で,その直後に病院

にかつぎ込まれた)

いニツクネームは「 神経」。

o    (機 体係担当 )

西  山  一  郎 (法・法律)

渥美清もアソと驚 〈細い,細い目をしているが ,グ ライダーに乗 って水子基準をつか

むには薇めて便利 らし /・。自動車係の伝統か ,酒癖の悪さは 3年%4。 川辺と共に京都

のボンボンらし(珈琲の名門店「はなふさ」の常連である。

(ウ インチ係 :自動車係担当 )

島 田 章 夫 (工・動

常にクラプの仕事には積極的に参加 し,上級生か ら見て申し分の無い奴であろが ,人

間的に もう少 し丸味が出たら本当に申し分無い。大阪は立売堀の洒屋の息子で ,この方

もなかなかいける口だが ,酔い出すと必ず出るあのニヒルな笑いはいただけない。 tFし

(ウ インテ係 ,無線機担当 )

宮 田 正 基 (D

通称「岩倉ゴンタ」は ,御存知,公害の街 ,四 日市の産で ,公害の恐ろしさを物語る

あの顔 ,あのプロボーション,あの下半身の毛の凄さに惚れこんだ革新政党からのTV

出演の呼びかけを「 ノンナ暇ハネエ」といつ も断っているそ うな。 (機械係,会計担当 )
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田  辺  説  子 は 子大,英文 )

以前のヘアースタイルでは ,愛称「 ベティちゃん」は ビッタンコだった。ともすれば

む くつけ し野郎ばか りのBOXに 花を生けたり,雑用を一杯引受けて,誰か らも愛され

る便所場の トモンピのような女の子。誰 もが不思議カルカルなぐらい少食だが ,それに

してはどうオマケしてみて もスマー トとはいいかねる。         (庶 務担当 )

とにか (2年生全員集合せ よ

航 irt部 人類学研 究会

宮  原  幸  春 (工・機 2)

とにか〈あまリクラブの用事もしないし,BOXに も来ないし,授業にも全く出てい

ないのに何故か信望の厚い奴です。でも一年の時l■入部して2日 後に退めたいと言って

上級生を困らせてした。今は合宿の大好きな訓練係ですよ′

中 村  洋一 郎 (法・法律)

とにかぐ可愛らしいと言うか ,弱々しいと言うか ,恥らいが無いと言うか ,やせすぎ

と言うか母性本能をかさむじる様な男です。グライダーで飛ぶより,崖の_Lか ら独人て

跳降りた方が滑空性能が良いのではという説も出ています。

速 見 直 喜 (文・文化)

とにか〈マンクロクのケの頼りになる奴。彼日ぐ,嫌いなもの「女の子J好きなもの

「 男の子」キシヨクフル  ′ 合宿ては顔にグリースを塗夕たくって黒光りさせて喜
こんています。ニツクネーム「 インドカレー・ ゴール ド」

内  田 正  人 (商 )

とlt‐か〈馬名「 アルチ
ユウホマレ」,出産地「 グン馬県タカサキ高原J,母馬名「 ヾ

スゼンニックウ」 , 父P.名「オーシヨーコーテルイーガJ,飲代が月一万円だが,パ

イトをよ(やって滞納も無い。これからもおおいに河原町,木屋町で活躍した重え。

坂  井  寿  嗣 (法・法律)

とにか〈ドジな男。車のフコントガラスの汚れを,サ ンドベーパーで磨いて取ろうと

―

`8・

―



する様な奴てす。てもいい奴です。

玉  木  英  雄 (法 )

とにか 〈北海道若い根の子・_会会員。正真正銘の道産子です。さすがにスキーの脆前

は大 した ものらしいです。

横  手  貞  明 (法・政治)

とにか く仕送 2万 5千円の うち,2万円を女 lk‐ ,5千円を洋服代に全部費す という愚

かな男。でも彼 もパイ トをよくやっていて滞納は有夕vどん。

土 田 正 明 (0

とにか (お月様みたいにマールイ,マ ールイ顔をした男です。麻雀にかけては 2年生

あ 1。 夜は女学校で夜警のアルバイトをして楽 しんています。だけど変な事・ k… …・・

やっぱ 夕考えるそ うです。

山  田  正  信 (工 )

とにか くいつも「実験や ′実験や′」 と言いなが ら学校中を走 ク回って,す。合宿で

も昨夜来たかと思えば ,今夜は帰 クとい う2年の中ても一番忙 しそ うな白衣の天使です。

橘      央 (商)

とにか く航空部―のノツポです。一見 1年寄 ク臭 〈.考た も古風々様であるが,意外

や意外単純軽薄な奴である。訓練係とともに自動車係にも抜適され ,今 ,セ ッセと自動

車学校に通 っています。

川  瀬  多 津 美 (商)

とにか 〈情緒安定人間の見本みたいな人で,か母さん思いの航空部―の心の優 しいフエ

ミニス ト。黙々と機材の仕事に取組んでいる′ンミちゃんです。

-39-



GLIDING 12号

発 行 所

編 集 委 員

印 刷 所

同志社大学体育会航空部

山 井 博 起
1

川  辺    洋

速 見 直 暮

0北 斗 プ リン ト社
京・ 左京区百万辺上ル

IIEL (781)8909

部長短言は小野部長非常な御多忙中にて,今回は休ませて頂きます。新機体購入のため

の活動と重なり,も う一つ満足のいく内容のものではありませんが,一生懸命やクました。

新OBの方々,お便夕有難うござい口す。構成の都合でところどころ省略させて頂きまし

た。皆様の益々の御活躍を祈ク鷲す。大久保君,長文有難う。君のあの大奮斗がよくわか

り重す。これからもどんどん改良してより立派なウインチを造って下さい。

OBの方々,か便夕卦待ちしておりです。我々も皆様方の御脂躍の様子を知るのがとて

も楽しみです。

部員名簿は省略致してした。間もな〈最新のOB,現役名簿をつくり鷲すのでそれを利

用して下さい。

では次号の成功を祈りてす。

山 井 博 起 記
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すき焼、会席

コンパ、御会合に

円山観光会館

京都・円山公園藤の棚前

て
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  561--0025^-6

山 岳 用 品

レジャースポーツ用品

各 種 運 動 着

一―同志社指定店――

同志社西門前

タケウチスポ…ツ
TEL(451)3732

ごんた ろなべ

京風うどんのすき

そば料理

天婦羅そば

芋かけそば

ぎるそば

御宴会に御利用下さい

々

ム あ

椰嗜鍋

中京区魅屋町通四条上ル でんわ2215810

右京区嵯峨小倉山山本町12で んわ8612216

1ヒ 区 平 野 宮 敷 田]26で んわ4631039



グライダ…の事なら何でもどうぞ

【日本製】

SAGAMItt S 3型単座
三田式 3型改 1複座

軽飛行機式 SS 2型高性能単座
トレーラー  機体カバー

【独逸製H英国製Hスイス製】
動力単,複座滑空機
プラスチックの機体

木製,鋼管羽布張り

国産品 輸入品 総販売代理店

千代田商工株式会社
東京都中央区京橋3-11千代田ビル
TEL o3(567)08711じ 表

呉

和

服

装
お気軽に御来店下 さいませ

〒238神奈川県横須賀市大滝町2-21

小佐野商店
でんわ 0468(22)0613



「

易航 空情 報 定価350円 送料24円
創刊以来20周年を経た本誌は,今や世界の一流航空誌と評され,常

に流動する世界の航空界の現況を報 じているのは本誌のみです。

19714版 定価1,500円 送料100円
(書留)

世界の最新鋭機を,詳細に解説する航空機の事典。

軽飛行機の操縦。入「1編 定価850円 送料50円
――――基礎から単独飛行まで

一

      。

やさしく,て いねいな文章で,誰れにも理解で きる楽 しい書。

大空への招待 定価
“
0円 翻Ю円

――軽飛行機とスポーツ航空のすべて一―

紺碧の大空,自雲の大波,眼下に広がる雄大な山河。

日本の大自然を背景にダイナ ミックに飛ぶ姿はあなた自身です。

本書は,大空へめざす人々に欠かせない素晴 しいガイ ドブックです。

★お近くの書店又は直接(代金を添えて)下記宛お申し込み下さい★

〈郵便番号104)東京都中央区銀座6丁目8番 7号 交詢ビル6階

株式会社Ell燈社営業部 TEL03 672)3421代



'71 日本航空機全集
B5半」アート400頁 ¥1,200〒 100 マイプレーンからジャンボまで

日本の翼のマニュアル

■詳細なデータ,三面図,写真

■航空局抹消登録機一覧表

■主要エンジンデーター表

■航空関係会社要覧

■全国飛行場一覧

■英文索引もつき利用度が倍カロしました。

グライダー操縦の基礎 即党―郎著
A5判 250頁 ¥600〒70    初めてグライダーの操縦練習をする人達のた

めに一応簡単な知識と,基本操l lIの要領をわ

かりやすくまとめた本です。

・ グライダーの構造  ・ ・ 空気について

・翼について  。グライダーの釣合と安定
・ ウインチ曳航による操縦練習

。飛行機曳航により  。計器
。救急法  ・ 問題集 (解答 )

※グライダーフライトロッグ   ※大空はわが恋人
A6半1 40頁  ¥250 〒35              原田覚―郎 著

B6判  300頁  ¥580 〒55

※グライダー写真集
この著は, このグライダーにとり

J A2018 萩原 H-23-Aか ら      っかれ,生涯をかけて大空を飛びま
J A2121 グラスフリーグル リベレ   わった35年のベテランパイロットカ

まで22機種をデーター 三面図      クさん (原田氏)が, その飛行の面
白さや練習の辛さを軽妙なタッチでB5判  32頁 ¥480 〒65
綴った泣き笑いのエッセイである。

株式会社鳳文書林
105東京都港区新橋1-18-l lft行館)
TEL 691)3772 振替東京5699


